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開会 午前１０時 ０分 

 

○委員長（日下昭治） おはようございます。 

  大変お忙しい中、ご苦労さまでございます。また、昨日から比較しますと本日はめっきり

寒さが感じる日になったわけでございます。皆様お体にご留意されて、ご活躍されることを

ご期待申し上げます。 

  ここで、委員会を開会する前に、あらかじめご了承願います。 

  この後、議会だより取材のため、職員が委員会室内の写真撮影を行いますので、ご了承願

います。 

  ただいまの出席委員は６名、委員会は成立しました。 

  それでは、公営企業常任委員会を開会いたします。 

  なお、市民より傍聴したい旨の申し出があり、これを許可いたしますので、ご了解をお願

いいたします。 

  しばらく休憩をいたします。委員の皆様はそのまま自席でお待ちください。 

 

休憩 午前１０時 １分 

（傍聴者入室） 

再開 午前１０時 １分 

 

○委員長（日下昭治） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

  議案等説明のため、副市長、担当課長及び職員の出席を求めました。 

  それでは、執行部を代表して、増田副市長よりごあいさつをお願いいたします。 

  増田副市長。 

○副市長（増田雅男） おはようございます。 

  本日は、公営企業常任委員会の開催、大変ご苦労さまでございます。 

  本日の委員会に審査をお願いいたしますのは、議案第２号、平成21年度旭市国民宿舎事業

会計補正予算、議案第９号、旭市病院事業使用料及び手数料条例の一部改正の２議案でござ

います。執行部といたしましては、委員の皆様方からのご質問に対しましては、簡潔に答弁

するよう努めてまいります。何とぞ全議案可決くださいますようよろしく審査をお願い申し
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上げまして、あいさつといたします。本日はご苦労さまでございます。 

○委員長（日下昭治） ありがとうございました。 

  ここで、増田副市長は所用のため退席をいたします。 

  しばらく休憩をいたします。委員の皆様はそのまま自席でお待ちください。 

 

休憩 午前１０時 ２分 

（副市長退席） 

再開 午前１０時 ２分 

 

○委員長（日下昭治） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 

  ──────────────────────────────────────────────   

 

議案の説明、質疑 

○委員長（日下昭治） ただいまから本委員会に付託されました議案の審査を行います。 

  去る11月９日の本会議におきまして、本委員会に付託されました議案は、議案第２号、平

成21年度旭市国民宿舎事業会計補正予算の議決について、議案第９号、旭市病院事業使用料

及び手数料条例の一部を改正する条例の制定についての２議案であります。 

  初めに、議案第２号について、国民宿舎より補足して説明がありましたらお願いいたしま

す。 

  国民宿舎支配人。 

○国民宿舎支配人（堀川茂博） 特にございません。よろしくお願いしたいと思います。 

○委員長（日下昭治） 特にないようですので、質疑がありましたらお願いいたします。 

  木内委員。 

○委員（木内欽市） 補正予算を組んでいうことですが、前回も、前回は担当が違ったんです

が、そのときにもお聞きしたんですが、資金がないからということで、民間だったら倒産で

すよというようなことを申し上げました。そのときは、取りあえず資金を貸していただけれ

ば次は借りなくてもできるという、そのようなお答えだったかと思います。その後、努力を

なされたんでしょうが、今回こういうことになりまして、先の見通しというかどうなんでし

ょうかね、これで、もう次は借りなくても済むのか、見通し、それは別に責めているわけで
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もなんでもございません。もう率直におっしゃっていただいて結構ですので、総括支配人の

目から見て、どのような状況なのかお願いします。 

○委員長（日下昭治） 木内委員の質疑に対して答弁を求めます。 

  国民宿舎支配人。 

○国民宿舎支配人（堀川茂博） 今後の見通しということでございますけれども、今回の補正

につきましては、事業を行う上で支障を来すような修理等がたびたび発生いたしまして、こ

のような補正をお願いするわけですけれども、実際上は総収入としては、現在、昨年よりも

10月末現在でも1,600万円ほど増えております。増えている要因が、レストランの売上げ、

それから宴会、それから売店の売上げですね。この三つについては昨年よりもかなり増えて

おります。これは営業しないとできないわけですけれども、ただ、宿泊施設でございますの

で宿泊客が少なければ、これは厳しい状況が続くものと思われます。 

  その宿泊者数につきましては、私より委員さん方のほうがご存じと思いますけれども、定

員を160から88に定員を減らしております。前はすべて和室でございましたけれども、今回

の改修におきまして18室が洋間になっております。半分以上が洋室になっているということ

で、洋室は通常２人部屋、ベッドで２人ということになりますので、これが大きく宿泊定員

を減らしているということになろうかと思います。 

  それから、今現在、将来のことをといいますと、ご存じのとおり景気の低迷が続いており

ますので、私どもの食彩の宿いいおかに限らず、観光業界は大変厳しい状況に置かれており

ます。今、木内委員のほうから、私から見た見通しということなんですけれども、ちょっと

立場上、答えにくい部分もあるんですけれども、きちっと機能を果たせるような修繕が済め

ば営業努力によって、これはかなり赤字を解消することは可能であるというふうに思ってお

ります。 

  ただ、平成23年から借入金の支払いが始まりますので、それらを視野に入れて、できるだ

け高額な人件費については割愛していくというような方向に持っていくのが、私なりに考え

ますといいのではないかと。それは今年も料理人の中で料理長が実は９月で、これはかなり

の高額の料理長だったんですけれども、９月で私的なことで勇退して若い料理長に代わって

おります。給与の差はかなりありますので、人件費の節約をしながら施設を維持していけば

不可能ではないというふうに思っておりますけれども、やはり特に近場、近場といいまして

も、隣の香取市、成田市、それから、印西市、あの辺からお隣の東庄町、市内ですと干潟地

区、海上地区の台地ですか、そういう近場で宿泊していただけるような営業努力もしていけ
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ば、もう完全に駄目ということではないと思います。 

  ちょっと私の立場上は、その程度ということになりますけれども、現在、先ほど言いまし

たように、とにかくできることから営業しているということでご理解をいただきたいと思い

ます。回答になりましたでしょうか、よろしくお願いいたします。 

○委員長（日下昭治） 木内委員。 

○委員（木内欽市） リニューアルするときにも委員会では意見がだいぶ出ました。値段を高

くして大丈夫なのかと、銚子市のホテルだって１万円を切る料金で泊めているのに、国民宿

舎が１万2,000円で来るのかという質問も出ました。そしたら、まあ、ＪＴＢの試算ですが、

もう大丈夫だと。それでいろいろもんで、最終的に私どもは賛成したんですが、私どもにも

当然責任はありますけれども、経過はそうでした。ただ黙って賛成したわけではありません。

意見を出し合って、「本当に大丈夫なのか」と、「いや、大丈夫です」と、「このようにシ

ミュレーションもできてます」と、「ちゃんともう利益も出る」と、そういうことで私ども

も、ここにいる委員も、みんなそれを信じて賛成をした経過です。そして、だから、責任は

ないなんていうふうには言っていません。自分たちにも責任はあります、こうなったことに

は。 

  それで、この前お話ししたら、ＪＴＢのほうでコンサルタント料はもういらないから、も

ういりません。その代わりお客は紹介してくれということだったんですね、飯岡荘のほうに、

そういうことはやはりやっていただいてありますか。 

○委員長（日下昭治） 木内委員の質疑に対し、答弁を求めます。 

  国民宿舎支配人。 

○国民宿舎支配人（堀川茂博） ＪＴＢにつきましては、はっきり申し上げますと、今回の計

画をしたのはＪＴＢ商事というところなんですけれども、私行ってから電話では何度かお話

が、私から質問はしましたけれども、一度も見えておりません。契約書からいくと、今年１

年間は見てもらえるわけなんですけれども、木内委員おっしゃるとおり、そちらのほうが全

く来ておりません。 

  それから、ＪＴＢの中でも観光部門がございまして、私が行ったときは、実績からいくと

数名程度、ＪＴＢの紹介でこれは宿泊したお客様がいらっしゃいます。ただ、あっせん手数

料が17％もなっておりましたので、私のほうから観光のほうにお話ししまして、今回も国体

の関係でお見えになった、数名お見えに、ＪＴＢの観光部門のほうがお見えになったんです

けれども、17％はこの景気状況の中であまりにも純利益の17％はひどいんじゃないかという
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ことで、10まで下げていただくということまでは話がいきましたけれども、お客様について

はほとんどありません。ということで、今現在の食彩の宿いいおかのスタッフとしては、Ｊ

ＴＢの力は全くかり……助力といいますか、そういうものは全く受けておりません。恩恵に

こうむっていないというふうに説明したらよろしいでしょうか、という状況でございます。

よろしくお願いいたします。 

○委員長（日下昭治） 木内委員。 

○委員（木内欽市） つい先日、ちょっと新聞の報道を見たんですが、そうしたら、何か料金

を下げることも考えているような記事があったように思うんですね。それで、これ当初は、

だから、「部屋数が減って宿泊者が減るんだから」と言ったら、その分、だから、料金を上

げて最後は収支が合うという説明だったんですよ。それで、今度はやはり定員が減って料金

を下げちゃったら、空けとくよりはいいですけれども、あれは減りますよね。ですから、そ

こがちょっと矛盾しているというか、当初のとおりにまた下げるということに、空かしてお

くよりはいいんでしょうが、その辺はどうなんでしょうか。 

○委員長（日下昭治） 木内委員の質疑に対し、答弁を求めます。 

  国民宿舎支配人。 

○国民宿舎支配人（堀川茂博） 基本的には木内委員のおっしゃるとおりでございます。 

  ただ、料金の値下げに踏み切った理由といたしましては、近隣で１万2,225円ですか、１

万2,000円以上するような宿泊施設は、もう銚子市まで含めてもほとんどありません、平均

ですけれども。かんぽのほうもシルバー割引とか、いろいろな割引をしておりますし、また、

ちょっと名前出してあれなんですけれども、銚子市のホテルなんかもこれは１万円で何々が

付くとか、いろいろなキャンペーンをやっている中で、うちのほうが特別なサービスもなし

に１万2,000円を超える料金というのは、これはお客様からも大変お叱りを受けておりまし

て、不評を買っておりまして、これは市長、値下げをせざるを得ないんじゃないかというこ

とで、その上で運営委員会のほうに諮問を出しまして、運営委員会の委員さん方は満場一致

で、全会一致で値下げすべきだという答申をいただいた上で、今回１月から値下げに踏み切

ると。 

  木内委員のおっしゃるとおりなんですよ。下げれば稼働率を上げなくちゃいけない。これ

はジレンマに問われるんですけれども、やはり空けておくよりはいいんではないかと。それ

から、もう一つ、私どもがとらえているのは、ひとつは、お客様が来てくれることによって

レストラン、あるいは売店のほうの売上げが伸びるんではないかと。現実的に伸びますけれ
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ども、そちらも狙うことができるんじゃないかと。 

  それから、ちょっと質問に入るかどうか分かりませんけれども、実はゲートボールのお客

様というのは意外と市内のお年寄り、銚子市、香取市ぐらいまであるんですけれども、

1,500円から2,000円ぐらいのお昼、食事をしていただければ、うちのほうで送り迎えします

よということで、そちらのシルバーの上のゴールド、最高年齢で92歳の方もいらっしゃいま

すので、そちらのほうにも逆にターゲットを伸ばしております。 

  ということで、何が成功するのか私も行政マンですので、ちょっと分かりませんけれども、

何でもやってみようというのが今現在の運営状況でございますので、それから、経費を節約

するために、すべてパンフレット等については、前はＪＴＢが大金50万円とか60万円とか払

って作っていたわけですけれども、減らしております。という状況で、パンフレット等も全

部自作をしております。経費の節約しておりますので、よろしくお願いしたいと思います。 

○委員長（日下昭治） 木内委員。 

○委員（木内欽市） そうですね。本当に支配人が就任され、必死に立て直そうと努力してい

る姿はよく見えます。きのうも偶然、一般質問で例を出させていただきましたが、お客さん

が行くようにこう動線、線を工夫されたりとか看板も自分で作ったりとか、これはもう本当

によく分かります。ぜひ頑張って何とか今こそ立て直していただきたい。私たちもできるこ

とであれば、できる限りの応援はするし、また利用もしたいと、このように思っています。

宴会でもできれば、できるだけ食彩の宿いいおかを使うようにと、このように努めます。 

  そしてあと、今、送迎の話が出ました。やはり行ってみましたら、旭の駅でおりて、車で、

ご年配の方々なんかはタクシーでよく見えられますね。その場合にタクシー代ぐらい、来る

ときのタクシー代ぐらい飯岡荘で持ってやるとお客は喜ぶんではないかなと、ちょっとそん

なこともこの間ちょっと感じました、私の個人的な意見ですが。そういったこともいろいろ

考えて、ぜひ頑張っていただきたいと思います。答弁は結構です。よろしくお願いします。 

○委員長（日下昭治） ほかに質疑はありませんでしょうか。 

  髙木委員。 

○委員（髙木武雄） 今、木内委員から貴重な意見出まして、私もその意見にほぼ同意してい

るところなんですけれども、今年のこの2,500万円、これがいろいろな事情で仕方ないかな

と思ってはいるんですけれども、これだけでまた来年もかなりこの実施計画からなにから見

ると、かなり厳しい状況に置かれると思います。そういう中で去年が2,000万円、今年が

2,500万円、この使い道なんですけれども、これはこれでいいんですけれども、今後こうい
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う発想、この2,500万円、一たん住民に出しちゃって、例えば宿泊無料にして2,500万円出し

ちゃう。それをまた、ここの国民宿舎で回収する、こういうことの予算の配分の仕方、これ

はできるできないは別ですけれども、そうしますと、2,500万円一たん住民に無料クーポン

でもいいから出しちゃう。そしてそれを食彩の宿がまたそれを引き上げる。その中でいろい

ろ食べる、あるいは土産とか、それがまたこの2,500万円よりもっと多くの収入が入るとい

うようなことになる。この使い方と今の話は違いますけれども、そういう発想の転換、これ

も一つ考えてみる必要があると思うんですけれども、来年もかなり厳しい状況に置かれると

思いますので、その辺どうでしょうか。 

○委員長（日下昭治） 髙木委員の質疑に対し、答弁を求めます。 

  国民宿舎支配人。 

○国民宿舎支配人（堀川茂博） 運転資金の補正ということなんですけれども、この2,500万

円につきましては、キャッシュフローで考えると足らなくなるという話で、当然公営企業の

場合、内部留保資金ございますので、留保資金で９月は補正をしたんですけれども、ただし、

キャッシュフローで足らなくなるということで今回お願いするということになりますけれど

も、髙木委員おっしゃいましたように、確かに何かしらのイベントをやっていかないと、こ

れは停滞します。現在、今、忘・新年会ということで、ほとんど自作で作っています。料理

の写真からパンフレットまで全部自作で作っておりますけれども、そういうイベントをやっ

て、今、例に挙がりましたようなクーポンを出すとか、そういうのもやっていかなければ人

は集まらないというふうに思っております。借りるということでなくて、過去にはあるよう

ですけれども、補助金という形でいただければ、これは返さなくていいわけなんですけれど

も、必ず返す時期が来ますので、そのときは大変厳しい状況に置かれるというのは間違いあ

りません。ただし、それまでに稼ぐことができればクリアできるわけですけれども、そのク

リアする道というのは、私も大変厳しいものだというふうに思っております。ただ、めげず

にやるしかない状況なのかなというふうに思っております。 

  よろしいでしょうか。 

○委員長（日下昭治） 髙木委員。 

○委員（髙木武雄） 確かに厳しい状況は私もよく分かります。ですから、予算の金の使い方

の面で多少苦しくなって、旭市の人がどんどん使うことを考える。それに補助を出すという

ことは、旭市の住民の中で税金の還付に近くなるんですよね。そういう意味でも旭市の人た

ちが、逆に言えば、旭市の人たちが全部使っているんだったら赤字なんていうのは、要する
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に出ないという話にもなります。ですから、やはりほかから呼ぶのも大事ですけれども、旭

市の住んでいる人らがどれだけ使うか、その視点ももう少し考えてやっていただきたい。 

  以上です。 

○委員長（日下昭治） 髙木委員の質疑に対して答弁を求めます。 

  国民宿舎支配人。 

○国民宿舎支配人（堀川茂博） 髙木委員のおっしゃるとおりです。一応市長とも話をしてお

りますけれども、市民割引とか、そちらについてもどんどん実施していかなければいけない

のかなというふうに思っております。 

  それから、これは実際の例なんですけれども、福祉施設に入浴体験をしていただくとか、

市内のですね、そちらのほうについても今年から始めましたので、ただ、これは利益という

ことにはちょっとほど遠いんですけれども、ただ、市内の福祉施設から大変感謝されている。

感謝されてお手紙とか、いろいろいただいております。いろいろな面で福祉でも、いろいろ

な形でもいいから、市民にとって絶対に必要な施設であるというふうな方向性ができるよう

にも、髙木委員のおっしゃるとおり方向づけをしていきたいと思います。よろしくお願いい

たします。 

○委員長（日下昭治） ほかに質疑はありせんか。 

  向後委員。 

○委員（向後和夫） 宿舎でもって一番金額が張るのが宿泊、それと宴会だと思うんですよね。

宴会というのは圧倒的に地元の人が利用するというのが多いわけですね。そういった面では、

支配人は幸喜だとか、ほら海岸通りにある釣り宿の隆正丸でしたっけ、あそこ辺りは料理が

物すごい量が多いんですよ。ですから、やはりその辺も支配人、直接行ってやはり食べてみ

るというのも必要だし、食べ比べてみるというのも、かなり飯岡荘と差があるんですよ。だ

から、宴会が少ないというのは、ただ単にやはり入りづらくなったとか、そういうだけでは

なくて、やはりそういうその料理サービスがかなりほかとレベルが違うという部分が非常に

あるんですよ。ですから、その辺もひとつ研究してみてください。 

○委員長（日下昭治） 向後委員の質疑に対して答弁を求めます。 

  国民宿舎支配人。 

○国民宿舎支配人（堀川茂博） ありがとうございます。私、食い道楽のほうですので、近所

の飲食店はあいさつがてら全部回っております。ちょっと、ただ、議長のおっしゃるとおり、

うちのほうが近所から見習わなくちゃいけないところは大変ございます。 
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  そういう中で、私まだ何か月の身ですけれども、実際に前の料理の仕方とは変えておりま

す。コスト意識も当然スタッフに持っていただかなくちゃいけないわけですので、前は既製

品が非常に多かったんで、現在はできるだけ手作りで、例えば朝のバイキング朝食、これな

んかも今までは出来合いの卵焼きを使っていたんですけれども、今は特別忙しいとき以外は

全部料理人が朝、卵焼きを焼いて作っております。そういうのも、そうしますと材料費も安

くなるし、多分ご近所の飲食店と同じような方向性で安い、うまいというような方向に持っ

ていけるのかなというふうに思います。 

  議長の言うように私どもも機会がありましたら市内のいろいろなところを回って、見習う

ところは見習っていきたいと思います。貴重なご意見、ありがとうございました。よろしく

お願いいたします。 

○委員長（日下昭治） 向後委員。 

○委員（向後和夫） それと、食堂が客席が100ちょっとありますよね。あれは非常にもった

いないんですよね。オーダーストップが夜８時ぐらいでしょう。あれだけのやはり客席を持

って、オーダーストップが８時で終わりだということは、ちょっとお客さんも来ても、お魚

を食べながら１杯やると、もう８時でオーダーストップだということにもなるんで、その辺

のやはり研究もひとつ必要じゃないかなと。何のためにあれだけのやはり食堂を造ったかと、

ガラス張りでですね、ある面ではやはりファミリーレストラン的な要素も取り入れた中で、

ああいった食堂にしたんではなかろうかと思うんですよ。その辺もひとつ研究してもらって、

よろしくお願いをしたいと思います。 

○委員長（日下昭治） 向後委員の質疑に対し、答弁を求めます。 

  国民宿舎支配人。 

○国民宿舎支配人（堀川茂博） その辺についても、時間延長等もこれから考えていきたいと

思います。よろしくお願いいたします。 

○委員長（日下昭治） ほかに質疑はありませんか。 

（発言する人なし） 

○委員長（日下昭治） 特にないようですので、議案第２号の質疑を終わります。 

  続いて、議案第９号について、病院より補足して説明がありましたらお願いいたします。 

  病院事務次長。 

○病院事務次長（石鍋秀和） それでは、議案第９号の補足説明を申し上げます。 

  新旧対照表の９ページをお願いいたします。 
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  それでは、９ページの上段の表、別表第３とございます。今回は分娩料の値上げをお願い

するものでございますが、分娩料は平成８年４月より13年間改定を行っておりません。地域

の産科医療体制を守り、医師、助産師、看護師の確保を図り、安全・安心な分娩体制を整え

るために、時間内の分娩料を２万円値上げし、時間外の加算等も割合に応じ値上げをしたい

と考えているものでございます。 

  またほかに、条文中の２か所の文言の整理、改正を行うものでございます。 

  一つ目は、８ページにあります。 

  前ページの８ページでございますが、第２条の９号２のところの「診療報酬明細書」を

「自賠責保険診療明細書」に改めるということがございます。もう一つは、文言の訂正とし

まして、９ページの下段の別表第６でございます。これは時代の流れに即しまして、「磁気

媒体」という言葉を「電磁的媒体」に改めるものでございます。 

  以上でございます。ご審議のほど、よろしくお願い申し上げます。 

○委員長（日下昭治） 病院の説明は終わりました。 

  議案第９号について、質疑がありましたらお願いいたします。 

  髙木委員。 

○委員（髙木武雄） 素人で的外れな質問をするかもしれませんけれども、よろしくお願いし

ます。 

  この分娩料値上げ、これ非常に悩ましい問題で、かかるほうにしてみれば安いほうがいい。

また、病院側としては安ければやっていけないという、そんな悩ましい問題と思いますけれ

ども、今、近隣の料金はこの料金とほぼ同額だとか、あるいはまた差があるのか。 

  それともう一つは、今、旭市の患者さんがどのくらいで、旭市以外の患者さんがどのくら

いあるのか分かれば。 

  それと、この産婦人科というんですか産科というんですか、その辺は病院全体の経営の中

でその売上げと申しますか、診療報酬は何％くらいになっているのかについて聞きたいと思

います。 

○委員長（日下昭治） 髙木委員の質疑に対し、答弁を求めます。 

  病院事務次長。 

○病院事務次長（石鍋秀和） まず、第１点のご質問でございます。料金の件に関しまして調

べたのがございますのでご報告いたします。 

  まず、今回値上げによりまして、旭中央病院の産む料金、入院が５日間ということで計算
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しますと35万円から40万円が総額のお産の費用という形になります。これが７日間、１週間

入院しますと旭市が40万円から46万円、これは時間外ですとか、そういう形が出ますと高く

なったりしますので、この料金ということになります。この近隣のほうの病院で比較をいた

しますと、君津中央病院が45万円前後、それと船橋市立病院が40万円から48万円、松戸市立

病院40万円から47万円、成田日赤病院47万円前後ということでございます。 

  今回の改定なんですけれども、この大きな病院が今はハイリスクの患者さんと申しますか、

高齢の出産の初産の方ですとかという方は、開業医の先生ではほとんどお産は取り上げませ

んので、ほとんど大きな病院、例えば旭中央病院ですとか船橋医療センター、日赤等の大病

院で総合の診療科を持っている病院でほとんどが紹介されてきます。そういう意味では、病

院としては非常にリスクが高く、これに関しましてのドクターの疲弊等も正直出ているとい

うことがございますので、料金を値上げすることによって少しでもドクター、その看護師た

ちにも報いてあげたいということも正直ございます。この辺はちょっとご理解いただきたい

と思います。 

  あともう１点でございますが、旭市の患者数でございますが、昨年分娩件数が年間で

1,188件、うち旭市の在住の患者の方が311件、26％、４分の１が旭市の患者さんということ

でご理解いただきたいと思います。 

  収入でございますが、ちょっと私の手元に資料がないものですので、明確に申し上げられ

ませんけれども、産科と婦人科とで二つ私どもはやっているとお考えいただいて、産科に関

しては、これは自費診療ということで基本的には診療報酬の枠範囲以外ということで自費の

診療になります。婦人科に関しましては、子宮がんですとか、その子宮に関する女性の疾患

に関しましてのオペですとか、その辺が大半になりますので、ちょっとこの割合に対して病

院全体のどのぐらいの収入割合かということは、ちょっと手持ちの資料がないものですから、

この場でちょっとご答弁ということはできないということで、ちょっと理解いただきたいと

思います。 

  すみません。８月のちょっと速報で、数字だけで、ざっくりとした数字で申し訳ないんで

すけれども、病院全体で22億7,700万円、うち産婦人科の収入合計が１億2,000万円、この中

に産科と婦人科と二つに分かれるということでご理解いただきたいと思います。合計の数字

しかちょっと私ども今、手持ちにございませんので、よろしくお願いいたします。 

  以上でございます。 

○委員長（日下昭治） 髙木委員。 
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○委員（髙木武雄） それでは、大体説明分かりました。 

  先ほど1,188件ということで、これで47万円掛ければ大体その収入が出るということです

か。はい、ありがとうございました。 

○委員長（日下昭治） ほかに質疑はありませんか。 

（発言する人なし） 

○委員長（日下昭治） 特にないようですので、議案第９号の質疑を終わります。 

  以上で、付託議案についての質疑が終わりました。 

 

  ──────────────────────────────────────────────   

 

議案の採決 

○委員長（日下昭治） これより討論を省略して、議案の採決をいたします。 

  議案第２号、平成21年度旭市国民宿舎事業会計補正予算の議決について、賛成の方の起立

を求めます。 

(賛成者起立） 

○委員長（日下昭治） 全員賛成。 

  よって、議案第２号は原案のとおり可決されました。 

  議案第９号、旭市病院事業使用料及び手数料条例の一部を改正する条例の制定について、

賛成の方の起立を求めます。 

(賛成者起立） 

○委員長（日下昭治） 全員賛成。 

  よって、議案第９号は原案のとおり可決されました。 

  以上で本委員会に付託されました議案の審査は終了いたしました。 

  なお、委員長報告につきましては委員長に一任願いたいと思いますが、これにご異議あり

ませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○委員長（日下昭治） ご異議ないようでございますので、委員長報告は委員長一任とさせて

いただきます。 

 

  ──────────────────────────────────────────────   
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所管事項の報告 

○委員長（日下昭治） 次に、所管事項の報告に入ります。 

  報告のある所管課は随時報告をしていただきたいと思います。 

  病院再整備室長。 

○病院再整備室長（鏑木友孝） 私のほうからは再整備事業の進捗についてご報告させていた

だきます。 

  新本館の建設工事につきましては、工程どおり順調に進んでおりまして、９月には免震装

置の設置を完了いたしました。また、11月の初旬には基礎部分のコンクリート工事をすべて

完了しております。 

  現在は、地上部分の軀体工事を行っておりまして、今後、11月の下旬にはコンクリートの

最初のコンクリート打ちを、基礎部分ですね、それを行うことにしております。 

  さらに、今後でございますけれども、今年度中には５階部分の軀体工事まで着手していく

というような予定になっております。 

  以上でございます。 

○委員長（日下昭治） それでは、所管事項の報告でございますが、何かお聞きしたいことが

ありましたらお願いいたします。 

（発言する人なし） 

○委員長（日下昭治） 特にないようでございますので、所管事項の報告を終わります。 

 

  ──────────────────────────────────────────────   

 

○委員長（日下昭治） それでは、以上をもちまして本委員会を閉会いたします。 

  ご苦労さまでした。 

 

閉会 午前１０時４１分 

 



 

旭市議会委員会条例第３０条第１項の規定により署名する。 

 

 

 

           旭市議会公営企業常任委員会委員長  日 下 昭 治 
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